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第２４期 第１５回総会 

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録 

（令和３年８月３１日） 

 

 

〇開催日時  令和３年８月３１日（火） 

午前１０時００分から午前１１時３０分 

 

〇開催場所  別海町役場 ４階 議場 

 

〇議事日程  

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について(農業経営基盤強

化促進法) 

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について(別海町農地移動

適正化あっせん基準) 

日程第 ３ 報告第３号 農地法第５条の許可書の交付について 

日程第 ４ 報告第４号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について 

日程第 ５ 報告第５号 農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格

法人以外の者の定期報告について 

日程第 ６ 議案第１号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る

要請について 

日程第 ７ 議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第３号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第５号 別海町農用地利用集積計画の決定について 

日程第１１ 議案第６号 現況証明願いについて 
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〇出席委員（２４名） 

会     長 ２７番 小 野 榮 一                

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝                

 

１番 及 川 哲 夫   ２番 山 崎   茂   

３番 齊 藤 主 夫   ５番 石 毛   剛   

６番 藤 田 浩 義   ７番 中 洞   薫   

８番 加 藤 真 純   ９番 畠 山 友 子   

１０番 大 内 敏 光  １１番 芳 賀   均   

１２番 中 村 繁 男  １３番 小 島   敏  

１４番 羽 石 健 一  １５番 加 藤 和 広   

１７番 阿 部   浩  １８番 藤 井   実   

１９番 木 幡   誠   ２１番 山 田 良 雄   

２２番 押 田 賢 二  ２３番 林   武 雄   

 ２４番 伊 藤 一 吉  ２５番 竹 花 新 吉  

          

     

      

 

〇欠席委員（３名）    

４番 市 川 義 晴                

１６番 内 藤 宏 幸                

  ２０番 浦 山 宏 一                            

 

〇農業委員会事務局出席職員 

  事  務  局 事務局長 内 山   宏 

  総 務 担 当  主幹   木 直 人 

 農地調整担当  主査  山 下 真 弘 

  農地調整担当  主任  志 渡 正 勝 

  農地調整担当  主任  川 原 浩 貴 

農地調整担当  主事  佐 藤 大 樹 

   

 

〇傍聴人（０名） 

 

 

〇議事録署名委員       

２５番 竹 花 新 吉   ３番 齊 藤 主 夫  
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。 

 

 

令和  年  月  日 

 

署名者 

 

議   長  小 野  榮 一  ㊞ 

 

議席２５番  竹 花  新 吉  ㊞ 

 

議席 ３番  齊 藤  主 夫  ㊞ 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣言 

〇事務局（内山事務局長） 

定刻になりましたので小野会長より御挨拶をいただき、総会を始めさせて

いただきます。 

〇小野会長 

皆さんおはようございます。 

（会務報告がある） 

本日は報告５件、議案６件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（小野会長） 

それでは、ただいまから第１５回農業委員会総会を開催いたします。 

ただいま出席している委員は２４名でございます。 

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。 

なお、欠席委員は４番市川委員、１６番内藤委員、２０番浦山委員の３名

です。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。 

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。２５番竹花委員、３番齊藤委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。 

 

◎日程第１ 報告第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利

用権の設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告す

る。 

本件は全部で６件ございます。１号から３号まで農地所有者から所有権の

移転に関わるあっせん申出があり、周辺地域における農地の保有状況、利用

状況、更には将来性等を踏まえ北海道農業公社の買入れが必要との判断から

調整を行いましたが双方の同意が得られず不成立となったものであります。

今後の取扱いについては後の議案第１号で提案し御審議していただく予定で
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す。４号から６号につきましては、本年７月総会で報告させていただきまし

たが、農用地の価格について意向が一致せず不調に終わったため、関係規定

に基づき町長に対し買入れ協議の要請に取り組んだところ、この度協議が整

う運びとなったものです。今後の取扱いについては後の議案第５号で提案し

御審議いただく予定であります。それでは朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、中西別２

９７－７外１７筆、計４８万４，２２６㎡。農地の所有者、別海町上風連１

２０番地の３、沼内奈穂子。あっせん委員、山田委員外８名。あっせん結果、

不成立。次号から６号までのあっせん候補者は同文ですので朗読を省略いた

します。 

第２号、あっせん対象地、中春別１３６－５外３３筆、計８０万２６㎡。

農地の所有者、別海町中春別１８７番地の１４、池田淳一。あっせん委員、

加藤真純委員外５名。あっせん結果、不成立。 

第３号、あっせん対象地、西春別１７６－３外５筆、計１７万１，９６７

㎡。農地の所有者、別海町西春別本久町１１番地の４、生江勇平。あっせん

委員、大内委員外５名。あっせん結果、不成立。 

第４号、あっせん対象地、別海３６６－２外１１筆、計１６万７，９１４

㎡。農地の所有者、別海町別海３５３番地の９、髙橋利忠。あっせん委員、

山田委員外８名。あっせん結果、成立。あっせん価格、８８５万１，０００

円。 

第５号、あっせん対象地、美原２７－３１外５筆。計１８万２，８２４㎡。

農地の所有者、別海町美原３４番地の１０７、乾知広。あっせん委員、加藤

真純委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、８８０万２，０００

円。 

第６号、あっせん対象地、上春別２２９－８外１４筆、計２１万８，６１

５㎡。農地の所有者、別海町上春別２６５番地の２３、佐藤繁子。あっせん

委員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格１，２３８

万５，０００円。 

以上で報告第１号の内容説明を終わります。 

〇議長(小野会長) 

  報告第１号の事務局説明が終わりましたので調整に当たられた委員の説明

を求めます。１号から３号につきましては不成立案件ですので事務局説明の

みとさせていただきます。４号につきましては２２番押田委員、５号につき

ましては９番畠山委員。６号につきましては１４番羽石委員。それでは４号

につきまして押田委員お願いいたします。 

〇２２番 押田委員 

  はい、説明いたします。高橋さんが経営の規模を縮小するということで飛

び地の売却を行うものです。農地売買等事業を活用し、近隣農家の５年後の

買取も決まっておりますのでよろしくお願いします。 
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〇議長（小野会長） 

続きまして、５号を９番畠山委員お願いいたします。 

〇９番 畠山委員 

  はい、乾さんの案件でございますが、農地売買等事業で売買することにな

りました。近隣の農家との調整も整っておりますのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、６号を１４番羽石委員お願いいたします。 

〇１４番 羽石委員 

  はい、佐藤繁子さんの案件でございますが、営農を中止されるということ

で、農地売買等事業で売買することになりました。近隣の農家との調整も整

っておりますのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

報告第１号について委員説明が終わりました。それでは報告第１号につき

まして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

    

◎日程第２ 報告第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について（別海町農地

移動適正化あっせん基準）」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移動適正化あっせん基

準）。次の者から農地等のあっせん申出書の提出があり、別海町農地移動適

正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、同基準第８の２の（３）

の規定により報告する。本件は全部で４件ございます。全件、農地所有者の

申出により所有権移転のあっせんを行ったものであります。今後の取扱いに

ついては後の議案第５号で提案し御審議いただく予定であります。それでは

朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、別海町別海３５７番地の４、阪本国治。あっせ
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ん対象地、別海３７２－３外２筆、計３万４２６㎡。農地の所有者、別海町

別海３５３番地の９、髙橋利忠。あっせん委員、山田委員外８名。あっせん

結果、成立。あっせん価格、贈与。 

第２号、あっせん候補者、別海町別海３２２番地の３、阪本昭雄。あっせ

ん対象地、別海３７４－１６、計０．４２㎡。農地の所有者とあっせん委員

は同上です。あっせん結果、成立。あっせん価格、贈与。 

第３号、あっせん候補者、別海町上春別２９７番地４０、株式会社ＨＩＲ

ＡＩ ＦＡＲＭ 代表取締役 平井冬海。あっせん対象地、上春別２２９－

３７外１筆、計２，１９８㎡。農地の所有者、別海町上春別２６５番地の２

３、佐藤繁子。あっせん委員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、成立。

あっせん価格、売買で１万２,０００円。 

第４号、あっせん候補者、別海町上春別２２８番地の６、細谷彰。あっせ

ん対象地、上春別２６５－１外１筆、計５,１０４㎡。農地の所有者とあっせ

ん委員は同上です。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で３万円。 

以上で報告第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第２号の事務局説明が終わりました。ここであっせんに当たられた委

員の説明を求めます。１号と２号につきましては２２番押田委員、３号と４

号につきましては１４番羽石委員。それでは押田委員お願いいたします。 

〇２２番 押田委員 

はい、説明いたします。１号ですが、沢の近くにあるＬ字型の畑で使い勝

手が悪いということで髙橋さんから阪本さんに贈与という案件になります。

２号ですが、土地の面積が小さすぎるので贈与という形になった案件になり

ます。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、３号と４号を１４番羽石委員お願いいたします。 

〇１４番 羽石委員 

  はい、御説明いたします。報告第１号にあった佐藤繁子さんですが、北海

道農業公社の買い上げにならなかった畑の売買です。よろしくお願いします。 

〇議長(小野会長) 

  それでは報告第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございせん

か。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

◎日程第３ 報告第３号 

〇議長（小野会長） 

日程第３ 報告第３号「農地法第５条の許可書の交付について」を議題に

供します。 

事務局より、報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第３号、農地法第５条の許可書の交付について。農地法第５条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。 

本件につきましては令和３年６月２２日開催の第１３回総会で御審議いた

だいた案件で申請時における計画どおりですので、詳細については朗読を省

略させていただきます。許可日については、１号から３号まで全て北海道農

業会議の意見聴取日であります令和３年７月２１日としております。以上で

報告第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては知事許

可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第３号

につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

 

◎日程第４ 報告第４号 

〇議長（小野会長） 

日程第４ 報告第４号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 
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〇事務局（志渡主任） 

報告第４号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は１８件の報告がありました。い

ずれも農地法第２条に基づく事業要件、議決権要件、役員要件の全てを満た

しておりました。法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので朗

読を省略させていただきます。以上で報告第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第４号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。ここで報告第４

号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。  

 

◎日程第５ 報告第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第５ 報告第５号「農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適

格法人以外の者の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第５号、農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格法人以外

の者の定期報告について。次の者から農地法第６条の２第１項の規定による

農地等の利用状況報告書の提出があったので報告する。今月は４件の報告が

ありました。いずれも農地等利用状況について適正に利用している旨の報告

を受けております。また、その他の要件につきましても満たしていると判断

しております。決算期、受理日につきましても記載のとおりですので朗読を

省略させていただきます。以上で報告第５号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第５号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても定期報

告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。なお、３号と４号につ

きましては齊藤委員が構成員になっている法人の案件ですので議事参与制限

とさせていただきます。それでは報告第５号につきまして質疑を受けたいと
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思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。  

 

◎日程第６ 議案第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第６ 議案第１号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第１号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づきあ

っせんを受けたい旨の申出があった農用地の所有権移転について、農地中間

管理機構による買入れが特に必要であると認められることから、同法第１６

条第１項の規定により当会は別海町長に対し同条第２項の規定による通知を

するよう要請する。 

本案は３件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者からあっせんの申出があったものであります。それでは御説明させていた

だきます。１号から３号まで同様の内容となっておりますので一括で御説明

いたします。１あっせんの申出者及び農用地の所在等、あっせんの申出者と

あっせんの対象地につきましては報告第１号において朗読しておりますので

省略いたします。申出のあった日、令和３年８月１７日。２農地中間管理機

構を含めた調整経過、あっせん会議を開催し利用調整を図ったところ、農用

地の価格について農地所有者と農地中間管理機構の意向が一致せず調整は不

調に終わったという内容でございます。３当該農用地の利用集積に係る意見、

当該農用地は優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対

する農用地の利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特に必要

と認められるといった内容で要請いたします。以上で議案第１号の内容説明

を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。 
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それでは、議案第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第１号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第７ 議案第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第７ 議案第２号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。 

第１号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町上春別１１８番地の７、坂脇

康彰。譲受人、別海町上春別１４９番地２、株式会社大地の雫 代表取締役 

浦山宏一。許可を受けようとする土地の表示、上春別１１３－１、２万１，

４５７㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、農地を有効活用するため

売り渡すものである。譲受人は、経営規模拡大のため買い受けるものである。

売買価格は１２８万７，４２０円、１ヘクタール当たり約６１万円です。 

第２号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町泉川９３番地の２、立石平右

衛門。譲受人、別海町泉川７８番地の１８、株式会社クオリティ・オブ・ラ

イフ 代表取締役 伊東直樹。許可を受けようとする土地の表示、泉川７０

－１３外２筆、合計１３万７，３７８㎡。許可を受けようとする理由、譲渡

人は、農地を有効活用するため売り渡すものである。譲受人は、経営規模拡

大のため買い受けるものである。売買価格は１，０００万円、１ヘクタール

当たり約７２万９，０００円です。 

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町西春別６０番地の９、卯野聡明。

借人、別海町西春別６０番地の９、株式会社 Cow ’s Family 代表取締役 卯

野聡明。許可を受けようとする土地の表示、西春別４３－１０外１７筆、合



 13 

計３７万１，０９２㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地所有適格

法人に使用貸借するものである。借人は、使用貸借を受けて農地所有適格法

人を経営するものである。貸借期間は、許可日から定めないものとする。 

以上で、議案第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

議案第２号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めます。１号につきましては５番石毛委員。２号につきましては１

９番木幡委員。３号につきましては１番及川委員。それでは、１号につきま

して石毛委員お願いいたします。 

〇５番 石毛委員 

はい、御説明いたします。８月１９日に木幡委員、伊藤委員、事務局と５

人で見てまいりました。この土地は国道２７２号から浦山委員のところに入

っていく道路の丁度向かい側になる畑ですが、隣接している土地でして３条

による相対の案件ですので、問題なしと見てまいりました。協議のほどよろ

しくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、２号を１９番木幡委員お願いします。 

〇１９番 木幡委員 

  それでは説明いたします。同じく８月１９日に見てまいりました。立石さ

んと株式会社クオリティ・オブ・ライフさんは以前から家の前の畑を賃貸し

ており、今回３条で売り渡すということで、問題ないと見てまいりました。

よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、３号を１番及川委員お願いします。 

〇１番 及川委員 

  はい、説明いたします。昨年、法人化に伴う使用貸借を行いましたが、昨

年の８月総会で北海道農業公社から買い戻しを受けた農地に対して使用貸借

を設定していなかったので、改めて申請したものです。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小野会長） 

議案第２号につきまして委員の説明が終わりました。ここで議案第２号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

８番加藤真純委員。 

〇８番 加藤真純委員 

  ３号の貸借期間についてですが、この定めないものとするという意味や永

久との違いを教えていただきたいです。 

〇事務局（山下主査） 

  定めないものというのは、借人が土地を使っていく中で使わなくなった時

点で終了という意味合いです。 

〇８番 加藤真純委員 
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  永久とは違うということですよね。 

〇事務局（山下主査） 

  永久であれば一生権利が続くのですが、定めないものとするのは、何らか

の事情で使用しなくなった時点で終了という形です。 

〇議長（小野会長） 

  その他、なにかご質問はございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、議案第２号につきまして採決に入りたいと思い

ます。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第２号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。 

 

◎日程第８ 議案第３号 

〇議長（小野会長） 

続きまして日程第８ 議案第３号「農地法第４条第１項の規定による許可

申請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第３号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではない

と判断しております。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、豊原２５－７８。面積、１１

万８,８０２㎡の内４７７．７５㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、堆肥

盤外、計４７７．７５㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法第４

条第６項。土地利用計画、農用地。転用者氏名、別海町豊原２５番地の９７、

中西裕哉。 

以上で議案第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

  議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たられた委

員の説明を求めます。 

２４番伊藤委員お願いいたします。 

〇２４番 伊藤委員 

８月１９日に木幡委員、石毛委員、事務局２名と見てまいりました。適正
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に管理さえすれば問題のない場所として見てきました。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小野会長） 

議案第３号の委員説明が終わりました。ここで議案第３号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第３号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

 

◎日程第９ 議案第４号 

〇議長（小野会長） 

続きまして日程第９ 議案第４号「農地法第５条第１項の規定による許可

申請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第４号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましても、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではない

と判断しております。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、上春別２３３－８外１筆。面

積、４万４,３６８㎡の内１万９，０００㎡。契約内容、使用貸借。目的、

砂・土採取。計画内容、砂採取量３万５，１５８㎥。転用基準、区分、農用

地。許可理由、農地法施行令第１１条第１項第１号。土地利用計画、農用地。

所有者氏名、別海町上春別２６３番地の１０、佐藤利保。転用者氏名、中標

津町西１３条北１１丁目１番地３１、砂利採取販売業、有限会社弓場建設 

代表取締役 弓場幸喜。 

第２号、許可を受けようとする土地の表示、中春別５９－１外１筆。面積、

５万９,２９９㎡の内７，１２９㎡。契約内容、使用貸借。目的、土・火山灰

採取。計画内容、土採取量１万５４５㎥。転用基準と土地利用計画は前号と

同じです。所有者氏名、別海町中春別１０５番地の１、村井國男。転用者氏

名、中標津町西１３条北１１丁目１番地３１、砂利採取販売業、有限会社弓
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場建設 代表取締役 弓場幸喜。 

第３号、許可を受けようとする土地の表示、西春別８６－７。面積、７，

６２０㎡の内３９８．５８㎡。契約内容、使用貸借。目的、従業員宿舎建設。

計画内容、従業員宿舎外、合計３９８．５８㎡。転用基準、区分、１種。許

可理由、農地法施行規則第３８条及び第３９条第１号。土地利用計画、農振

地。所有者氏名、別海町西春別６９番地の２１、松本光。転用者氏名、別海

町西春別６９番地の２１、農地所有適格法人、株式会社ぴかる君 代表取締

役 松本光。なお、第３号につきましては、別海町農業振興地域整備計画に

該当し、農業を担うべき者の育成及び確保するための施設整備に関する事項

に該当するため、意見聴取案件ではありません。 

以上で議案第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

  議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たられた委

員の説明を求めます。 

１号につきましては５番石毛委員。２号につきましては２４番伊藤委員。

３号につきましては１９番木幡委員。 

それでは、５番石毛委員お願いいたします。 

〇５番 石毛委員 

  ８月１９日に見てまいりました。砂・土採取が継続して行われている場所

で、きちんと整地もされており、継続で採取することについて特に問題はな

しと見てまいりました。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、２号を２４番伊藤委員お願いいたします。 

〇２４番 伊藤委員 

  同じく８月１９日に見てまいりました。以前より継続的に土・火山灰採取

行っていた畑であり、終わった畑も再生されており問題ないとして見てまい

りました。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、３号を１９番木幡委員お願いいたします。 

〇１９番 木幡委員 

  それでは説明いたします。同じく８月１９日に見てまいりました。今の住

宅の向かい側のⅮ型ハウスの向こうの方にロールを積んでいて、そこに建設

するということで問題ないと見てまいりました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

議案第４号の委員説明が終わりました。ここで議案第４号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を
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求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第４号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

（１０時４５分から１０時５５分まで休憩） 

 

◎日程第１０ 議案第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第１０ 議案第５号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を

議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第５号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５の１の（６）による計画について、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により決定を求める。 

本件は全部で４２件ございます。内訳は、所有権の移転が４０件、利用権

の設定が２件でございます。それでは所有権の移転から朗読させていただき

ます。 

第１号から第３号までは報告第１号と内容が重複しますので、所有権の移

転の内容から朗読いたします。 

第１号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移

転時期、令和３年９月１日。対価、８８５万１,０００円。対価の支払い方法、

指定口座に振込。対価の支払い期限、令和３年１０月１４日。引渡しの時期、

対価の支払日。当事者間の法律関係、売買。 

次号及び第３号の対価の支払い期限、次号から第３４号までの引渡しの時

期、当事者間の法律関係、次号から第４０号までの所有権の移転時期、対価

の支払い方法は同文ですので朗読を省略します。 

第２号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び採草牧草地として利

用。対価、８８０万２，０００円。 

第３号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、１，

２３８万５，０００円。 

次号から第３３号までの利用目的については同文ですので朗読を省略しま

す。 

第４号、所有権の移転を受ける者、西春別宮園町３番地の１、田村大祐。

所有権の移転をする土地、西春別１７５－３外３筆、計７万７,２８２㎡。所

有権の移転をする者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法

人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。所有権の移転の内容、対価、４２
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８万６,０００円。対価の支払い期限、令和４年３月３１日。 

次号から第３４号までの所有権の移転をする者は同文ですので朗読を省略

します。 

第５号、所有権の移転を受ける者、中西別７番地の７、松翔一郎。所有

権の移転をする土地、中西別８－１３外５筆、計１３万３,２６９㎡。所有権

の移転の内容、対価、７７０万９,０００円。対価の支払い期限、令和３年１

０月２９日。所有権の設定をする土地の所有権の移転をする者以外の権原者

等、釧路市緑ヶ岡５丁目６番９号 北海道電力ネットワーク株式会社釧路支

店 電力部長 多田賢一。権原の種類、地役権。 

第６号、所有権の移転を受ける者、中西別８番地の１２、株式会社サイト

ウファーム 代表取締役 斉藤磨。所有権の移転をする土地、中西別８－

２４外１０筆、計３０万２,１５９㎡。所有権の移転の内容、対価、１，６０

５万９,０００円。対価の支払い期限、同上。 

第７号、所有権の移転を受ける者、奥行７番地の５２、田保太地。所有権

の移転をする土地、奥行３２－６外４筆、計２０万１，４９６㎡。所有権の

移転の内容、対価、１，１３８万６,０００円。対価の支払い期限、令和３年

１１月２６日。 

次号から第１２号までの対価の支払い期限は同文ですので朗読を省略しま

す。 

第８号、所有権の移転を受ける者、奥行３８番地の４、菊地正明。所有権

の移転をする土地、奥行３２－１０２外１筆、計２０万１８９㎡。所有権の

移転の内容、対価、９２１万３,０００円。 

第９号、所有権の移転を受ける者、奥行８番地の４４、大河原達也。所有

権の移転をする土地、奥行３２－１１０外１筆、計１４万８,７２１㎡。所有

権の移転の内容、対価、９１０万８，０００円。 

第１０号、所有権の移転を受ける者、本別９２番地の１４、蛭田健太郎。

所有権の移転をする土地、西春別４７－１外３筆、計１９万４，２００㎡。

所有権の移転の内容、対価、１，１２０万８,０００円。 

第１１号、所有権の移転を受ける者、西春別駅前栄町８番地、本田三千治。

所有権の移転をする土地、西春別４８－１外４筆、計１０万２，０３７㎡。

所有権の移転の内容、対価、３４５万９,０００円。 

第１２号、所有権の移転を受ける者、西春別１３１番地の１８、大内農場

株式会社 代表取締役 大内佑輝。所有権の移転をする土地、西春別６３－

６０外９筆、計１９万９，５５０㎡。所有権の移転の内容、対価、７４６万

１,０００円。 

第１３号、所有権の移転を受ける者、西春別１８９番地の１７、佐藤悠。

所有権の移転をする土地、西春別２０１－５外１０筆、計２１万８，９７６

㎡。所有権の移転の内容、対価、１，１１１万円。対価の支払い期限、令和

３年１０月２９日。 

次号から第２２号までの対価の支払い期限は同文ですので朗読を省略しま
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す。 

第１４号、所有権の移転を受ける者、西春別宮園町３番地の１、田村大祐。

所有権の移転をする土地、西春別２０５－４、計２万２，３８５㎡。所有権

の移転の内容、対価、１１４万３,０００円。 

第１５号、所有権の移転を受ける者、西春別２９０番地の４７、渡辺清照。

所有権の移転をする土地、西春別２１８－３外６筆、計７万８９１㎡。所有

権の移転の内容、対価、３８４万６,０００円。 

第１６号、所有権の移転を受ける者、西春別２８７の番地７、渡部義展。

所有権の移転をする土地、西春別２３９－８外７筆、計１１万７，３０９㎡。

所有権の移転の内容、対価、６８５万３,０００円。 

第１７号、所有権の移転を受ける者、西春別３４４番地の４１、丹治良一。

所有権の移転をする土地、西春別２４３－１外６筆、計２６万４４４㎡。所

有権の移転の内容、対価、１，２４７万９,０００円。 

第１８号、所有権の移転を受ける者、西春別３７７番地の１１、丹治富士

夫。所有権の移転をする土地、西春別２７１－１９外１筆、計８万８，９３

８㎡。所有権の移転の内容、対価、４８６万６,０００円。 

第１９号、所有権の移転を受ける者、西春別３２７番地の４６、瀬谷浩三。

所有権の移転をする土地、西春別３２８－８、計５万５，０４３㎡。所有権

の移転の内容、対価、２７７万１,０００円。 

第２０号、所有権の移転を受ける者、泉川２２番地の９、門間悦男。所有

権の移転をする土地、泉川５－４、計５万７，４４７㎡。所有権の移転の内

容、対価、３７０万６,０００円。 

第２１号、所有権の移転を受ける者、泉川９番地の１６、渡部義市。所有

権の移転をする土地、泉川１２－１外３筆、計３１万１，５３３㎡。所有権

の移転の内容、対価、１，８１０万２,０００円。 

第２２号、所有権の移転を受ける者、泉川７５番地の２７、株式会社竹花

牧場 代表取締役 竹花新吉。所有権の移転をする土地、泉川７０－２、計

８万９，５２４㎡。所有権の移転の内容、対価、３８１万１,０００円。 

第２３号、所有権の移転を受ける者、西春別５８番地の３３、松本秀治。

所有権の移転をする土地、泉川１０５－１６外１筆、計４万６，９３６㎡。

所有権の移転の内容、対価、２６０万６,０００円。対価の支払い期限、令和

３年１１月２６日。 

第２４号、所有権の移転を受ける者、同上。所有権の移転をする土地、泉

川１０５－９３外１筆、計４万５，８３４㎡。所有権の移転の内容、対価、

２３４万９,０００円。対価の支払い期限、令和４年２月２８日。 

第２５号、所有権の移転を受ける者、上春別３４番地の２０、水足淳。所

有権の移転をする土地、上春別３５－８外１筆、計８万１４９㎡。所有権の

移転の内容、対価、４３１万４,０００円。対価の支払い期限、令和３年１１

月２６日。 

第２６号、所有権の移転を受ける者、大成８０番地の３、有限会社菅野牧
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場 代表取締役 菅野孝徳。所有権の移転をする土地、上春別３６－４外９

筆、計２６万６，２４５㎡。所有権の移転の内容、対価、１，４６７万２,０

００円。対価の支払い期限、同上。 

第２７号、所有権の移転を受ける者、上春別３９番地の４、有限会社片岡

牧場 代表取締役 片岡國治。所有権の移転をする土地、上春別３９－１外

２筆、計１５万４，００８㎡。所有権の移転の内容、対価、８９２万８,００

０円。対価の支払い期限、同上。 

第２８号、所有権の移転を受ける者、上春別７６番地の２、白石政光。所

有権の移転をする土地、上春別４６－２外２９筆、６７万５，６５９㎡。所

有権の移転の内容、対価、４，０７３万５，０００円。対価の支払い期限、

令和３年１２月２４日。 

第２９号、所有権の移転を受ける者、上春別８９番地の１１、荒井浩一。

所有権の移転をする土地、上春別１０１－２、計２万６，１９５㎡。所有権

の移転の内容、対価、９７万８,０００円。対価の支払い期限、令和３年１１

月２６日。 

次号から第３３号までの対価の支払い期限は同文ですので朗読を省略しま

す。 

第３０号、所有権の移転を受ける者、上春別６６番地の２、有限会社ケ

ー・アイ牧場 代表取締役 石本大輔。所有権の移転をする土地、上春別１

０２－２８外８筆、計２８万１，４５９㎡。所有権の移転の内容、対価、１，

６３１万５,０００円。 

第３１号、所有権の移転を受ける者、上春別１８３番地の１２、岡喜代

江。所有権の移転をする土地、上春別１８２－４外３筆、計７万５，８２３

㎡。所有権の移転の内容、対価、４４８万２,０００円。 

第３２号、所有権の移転を受ける者、上春別２１２番地の３７、橋本雄貴。

所有権の移転をする土地、上春別１８２－７外１３筆、計３１万２，００２

㎡。所有権の移転の内容、対価、１，７１１万２,０００円。 

第３３号、所有権の移転を受ける者、上春別２９７番地の４０、株式会社

HIRAI FARM 代表取締役 平井冬海。所有権の移転をする土地、上春別２１

４－１９外９筆、計１５万３，５８３㎡。所有権の移転の内容、対価、７９

９万円。 

第３４号、所有権の移転を受ける者、本別７２番地の２、江口哲也。所有

権の移転をする土地、本別７２－１外１８筆、計５２万２３５．９７㎡。所

有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び農業用施設用地として利用。対価、

３，０７０万円。対価の支払い期限、令和４年３月３１日。 

第３５号から第３８号までは報告第２号と内容が重複しますので、所有権

の移転の内容から朗読いたします。 

第３５号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び採草放牧地として

利用。引渡しの時期、令和３年９月１日。当事者間の法律関係、贈与。 

第３６号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。引渡しの
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時期、同上。当事者間の法律関係、同上。 

第３７号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

１万２，０００円。対価の支払い期限、令和３年１１月３０日。引渡しの時

期、対価の支払い日。当事者間の法律関係、売買。 

次号から第４０号までの対価の支払い期限、引渡しの時期、当事者間の法

律関係は同文ですので朗読を省略します。 

第３８号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、３万円。 

第３９号、所有権の移転を受ける者、西春別６番地の３０、西村征真。所

有権の移転をする土地、西春別１５－３、計４万８，０８６㎡。所有権の移

転をする者、西春別１６番地の２６、村上利子。所有権の移転の内容、利用

目的、牧草畑として利用。対価、２６７万２,０００円。調整委員、大内委員、

木幡委員。 

第４０号、所有権の移転を受ける者、泉川５７番地の１１、有限会社ジェ

イファームシマザキ 代表取締役 島崎美昭。所有権の移転をする土地、西

春別１６－４２外１筆、計７万３，２９２㎡。所有権の移転をする者、同上。

所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、４０４万１,０００円。調整委

員、同上。 

続いて、利用権の設定です。 

第１号、利用権の設定を受ける者、中西別１９７番地の２０、中岡真澄。

利用権を設定する土地、中西別１８０－４外４筆、計８万４７８㎡。利用権

の設定をする者、中西別２１３番地の１６、小倉正弘。設定する利用権、利

用権の種類、賃借権。内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。始期、令和

３年９月１日。終期、令和１３年８月３１日。借賃、１年目４万４，８００

円、２年目以降１１万２，０００円。借賃の支払いの方法、毎年１１月３０

日までに指定口座に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。調

整委員、林委員、藤田委員。 

第２号、利用権の設定を受ける者、中西別１１５番地１８、株式会社

mosir 代表取締役 小林晴香。利用権を設定する土地、中西別１８１－２６

外５筆、計９万９，１８５㎡。利用権の設定をする者、同上。設定する利用

権、利用権の種類、同上。内容、同上。始期及び終期、同上。借賃、１年目

７万３，６００円、２年目以降１８万４，０００円。借賃の支払いの方法、

同上。当事者間の法律関係、同上。調整委員、同上。 

以上で議案第５号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。所有権移転の第１号から

第３号につきましては報告第１号で説明済、第４号から第３４号につきまし

ては北海道農業公社の買戻案件、第３５号から第３８号につきましては報告

第２号で説明しておりますので、事務局説明のみとさせていただきます。そ

れでは調整に当たられた委員の説明を求めたいと思います。所有権の３９号、

４０号につきましては１０番大内委員。利用権設定の１号、２号につきまし
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ては２３番林委員。 

ここで所有権の移転の１２号につきまして大内委員に関する案件ですので

農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条

の規定に基づく議事参与制限により一時退席を求めます。 

（１０番 大内委員 一時退席） 

〇議長（小野会長） 

それでは所有権の移転の１２号につきまして質疑を受けたいと思います。

何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、所有権の移転の１２号を原案のとおり許可

することに決定します。ここで大内委員に対する議事参与制限を解除します。 

（１０番 大内委員 着席） 

〇議長（小野会長） 

議事を再開します。所有権の移転の２２号につきまして竹花委員本人の案

件ですので農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規

則第１４条の規定に基づく議事参与制限により一時退席を求めます。 

（２５番 竹花委員 一時退席） 

〇議長（小野会長） 

それでは所有権の移転の２２号につきまして質疑を受けたいと思います。

何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、所有権の移転の２２号を原案のとおり許可

することに決定します。ここで竹花委員に対する議事参与制限を解除します。 

（２５番 竹花委員 着席） 

それでは所有権移転の３９号、４０号につきまして１０番大内委員お願い

いたします。 
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〇１０番 大内委員 

  ご説明いたします。この案件は１年半以上前からの案件ですが、測量会社

の都合で分筆の完了が今年の春まで遅れてしまいまして、村上利子さんの旦

那さんである村上金治さんの名前で６月総会にかける予定でしたが、総会の

数日前に亡くなられました。この度、利子さんの相続が完了しましたので改

めて総会にかけることとなりました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして利用権設定の１号、２号につきまして２３番林委員お願いいた

します。 

〇２３番 林委員  

はい、説明いたします。小倉正弘さんは後継者がいないために以前より経

営を縮小しておりまして、離れ地を貸したいとの申出がありました。隣接地

の株式会社 mosir さんと、同じ地区の中岡真澄さんに借りてもらうようにあ

っせん調整しましたので、よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第５号の委員説明が終わりました。

ここで議案第５号の１２号と２２号を除きまして質疑を受けたいと思います。

何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、議案第５号の１２号と２２号を除きまして採決

に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第５号の１２号と２２号を除きまして

原案のとおり許可することに決定します。 

 

◎日程第１１ 議案第６号 

〇議長（小野会長） 

日程第１１ 議案第６号「現況証明願いについて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第６号 現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出され

たので、北海道農地法関係事務処理要領第９の４の規定により証明する。 

今月は４件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。 

第１号、所在、別海１１－１６、面積１万５，８７３㎡。利用状況、山林。

所有者、札幌市手稲区前田５条１２丁目５番７号、村尾信。 

第２号、所在、中春別１６２－５３、面積２，６４４㎡。利用状況、雑種
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地。所有者、別海町中春別１８７番地の１４、池田淳一。 

第３号、所在、西春別１７８－１外１筆、面積２万８，１２１㎡の内１万

３，００４．９９㎡。利用状況、雑種地。所有者、西春別１７８番地の１１、

石井哲雄。 

第４号、所在、西春別６３－２１、面積１万５，４７３㎡の内１万１，３

０５．７３㎡。利用状況、雑種地。所有者、別海町西春別６３番地の５、木

村信一郎。以上で議案第６号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号、２号につきましては２４番伊

藤委員。３号、４号につきましては１９番木幡委員。 

それでは１号、２号につきまして２４番伊藤委員お願いいたします。 

〇２４番 伊藤委員 

はい、この案件も８月１９日に見てまいりました。１号については、以前

畑だったとは到底思えないほどの木々が繁茂しており、地目変更は適正であ

ると思いました。２号につきましては、図面上は農地としてカウントされて

いますが、実質、生活営農に伴う敷地内に搬入する道路となっているため、

雑種地として農地より除外するということで確認してまいりました。以上で

す。 

〇議長（小野会長） 

続きまして３号、４号につきまして１９番木幡委員お願いいたします。 

〇１９番 木幡委員  

  はい、説明いたします。同じく８月１９日に見てまいりました。３号の石

井さんの所有地で、１５年か２０年くらい使っていない道路端の土地ですが、

柳の木が伸びてしまっていて、草地ではなく雑種地として見てまいりました。

ここにソーラーパネルを建てるような話も聞きました。４号の木村信一郎さ

んについてですが、前回ソーラーパネルを建てた続きで、雑種地として見て

まいりましたのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第６号の委員説明が終わりました。

ここで議案第６号につきまして質疑を受けたいと思います何か御質問ござい

ませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 
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〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第６号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

◎閉会宣言 

〇議長（小野会長） 

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。 

これをもちまして、第１５回総会を閉会します。 

 

 

 

 


